


 三高地区の現状

■ 人口：約1,400人

■ 高齢化・少子化の進行

■ 一次産業の担い手不足

■ 空き家・耕作放棄地の増加

■ コロナ禍により地域イベントが縮小

三高つなぐ会が目指すもの

元気なまち“三高”をつくる

きっかけは、三高中学校閉校記念行事

先ずは地域イベントの開催からやってみる



活動実施内容

●縁日遊び
射的

ヨーヨー釣り

スーパーボールすくい

型抜き

●屋台

●ステージ
おきみ太鼓〝響輝〟

ダンス

よっちょれ

かき氷、わたがし、ドリンク、

三高うどん、唐揚げ、ポテト、

フランク、焼きそば、など







子供達 中年層世代 高齢者

コロナから地域イベントも減

ってきて、参加する経験がで

きなかったので、〝夏祭り〟

はとても新鮮で楽しいものと

なった様子。親御さんからも

子供達がとても楽しそうだっ

た！との声もありました。

久々の地域のお祭り、お盆で

帰省していた人も参加してく

れて、同窓会のような場面も

ありました。事前準備や当日

のスタッフも手伝ってもらい

、これからの地域を支えてい

く力が繋がる感じがした。

すごいねぇこんなに人が集ま

って！最近行事がなくなって

淋しかったからと楽しそうな

顔も印象的で、何歳になって

もワクワクする事は、元気に

生きる力だと感じました。

夏祭りを開催してみて

夏祭りは〝三高〟を楽しんでもらう場となった。

この場を準備する活動が地域が繋がる動きになる。



周知実践内容

・インスタグラム

・地域商店、施設などへの掲示

・まちづくり協議会から地域への伝達

・チラシ配り(訪問での手渡し)

・のぼりの設置

地域型の告知方法の検討

・広報配布にチラシを入れてもらう

・町内放送をかけてもらう

・チラシはデザイン性より内容がわかりやすいもの

・地域のコミュニティーに顔を出す

・インスタのやり方(見方)を教える



現状 次のステップ 次世代へ

70代、80代の方々が10年以

上まちづくりとなる活動を頑

張って続けてきてくれている

。高齢化もあり活動してくれ

る人の負担が大きくなってい

る。

40代、50代が次のまちづく

りを担っていけるよう、関わ

るきっかけとしてイベントな

どの小さなまちづくりに参加

してもらう。

地域を繋いで行けるよう、ま

ちづくりを少人数でも多世代

化する。10代、20代、30代

からも参加してもらい。もち

ろん元気な70代、80代にも

協力してもらう

地域づくりの今後の課題

地域と人の関係性をどう作り、どう広げていくか

〝三高〟を大事に思ってくれる人達との共創

高齢化… まちづくりの若返り！ 人の繋がる力



知り合いになる
地域をきっかけに

多世代コミュニティ
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